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Ⅰ 15 15 55 30  0  0 70
2．社会資源について情報収集し，








Ⅰ 20 20 65  5 10  0 85
5．健康問題を持つ当事者の視点を
踏まえてアセスメントする Ⅰ 25 25 45 15 15  0 70
6．系統的・経時的に情報を収集し，
継続してアセスメントする Ⅰ 10 10 55 20 10  5 65
7．収集した情報をアセスメントし，



















ける Ⅰ 25 25 45 25  5  0 70
11．健康課題に対する解決・改善に
向けた目的・目標を設定する Ⅰ 25 25 60 10  5  0 85
12．地域の人々に適した支援方法を
選択する Ⅰ 20 20 60 20  0  0 80
13．目標達成の手順を明確にし，実
施計画を立案する Ⅰ 15 15 70 15  0  0 85
14．評価の項目・方法・時期を設定


























報の収集・管理を適切に行う Ⅰ 65 65 20 10  0  5 85
16．地域の人々の持つ力を引き出す
よう支援する Ⅱ 85 30 55 10  5  0
17．健康教育による支援を行う Ⅱ 95 25 70  5  0  0







ンをとりながら信頼関係を築く Ⅱ 95 65 30  5  0  0
20．必要な情報と活動目的を共有す
る Ⅱ 95 60 35  5  0  0
21．互いの役割を認め合い，ともに





22．活動の評価を行う Ⅰ 35 35 55 10  0  0 90
23．評価結果を活動にフィードバッ
クする Ⅰ 35 35 50 10  0  5 85
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